
 

  

   

 

 

 

   

 

 

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.7 

バアバの幼少期を振り返ってみると、近所の子ども達と走り回り、時々怖いおじさん
に「こらーっ!」と怒鳴られみんなで大急ぎで逃げる、の繰り返しだったかな?それで
も一人でも逃げ遅れていると、みんなで“おじさん”の所へ戻り謝りました。おじさんは

「お～ようみんなで謝ったな。危ないからつい大きい声で…。」このおじさん優しいん
だ。」 

今思うと近所の人みんなで子ども達を守り育ててくれていたんだと、じんわり幸せを

感じて来ます。懐かしいです。 
子ども時代は身体を使って思い切り遊ぶことを体験し「できた!」「楽しかった!」

「もっとやりたい」ということを重ねていくことが大切です。 

園でも自分の身体の使い方を知り「生きる力」を身につけるためのトライの時期と考
え 3 法令の 10 の姿の中の“健康な心と体”に注目し、広い敷地と東行庵という景色を生
かし、主体的に多様な遊びを楽しめるようにプログラムを作っています。 

 
運動遊びは子どもたちの将来に果たす役割は大きいです。うちのバアバはすり傷をつ

くれば、「洗ってツバをつけたらなおる」が口癖でした。それでも血がにじむと赤チン

（今では使用しません）をつけてくれる位です。 
安全には気を付けなければなりません。しかし遊ぶ喜びをとりあげない様にしたいと

思っています。 

 
さあ暑い夏が来ます。涼しく乗り切りましょう。これを考えるのもちょっと興味があ

ります。 

1.夏祭り    2.怖いけどユウレイ話   3.・・・まだまだありそうです。家族
で話し合って見てください。 

 

 

とんでいたら しずかに そのばから 

はなれよう 

からだに はえた けや とげに 

どくが あるよ 

さわると どくの しるを だすから 

きをつけてね 

かまれると はれて とても いた

いから きをつけてね 

はだを だしていると はりついて 

ちを すうよ 

はだを だしていると とんできて 

ちを すうよ 


